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単語の心像性，頻度および規則性が
漢字単語の語彙判断に与える効果

尾川亜希子�� 　種村 　純��

要 　　　約

本研究では，語彙判断課題の弁別力，反応時間から，単語特性による漢字単語の情報処理過程の相違
を検討した．対象は大学生，大学院生��名（いずれも女性）であった．課題に用いた単語特性要因は，

心像性，頻度，規則性であった．その結果，低心像性単語に比べ高心像性単語の反応時間が短い傾向
で実在語・非実在語の弁別は正確であった．また，低頻度単語に比べ高頻度単語の反応時間が短い傾
向で実在語・非実在語の弁別は正確であった．さらに，規則性は，低心像性低頻度単語を除き，規則
語の反応時間が短い傾向で実在語・非実在語の弁別は正確であった．弁別力における頻度と規則性に
は交互作用が認められた．以上の結果より，心像性は語彙判断の弁別力に影響し，反応時間には影響
せず，頻度と規則性は，弁別力，反応時間の両者に影響するといえた．そのため，単語特性によって
語彙表象へのアクセスとルートが異なることが示唆された．心像性は文字から意味表象の活性化を促
す要因であり，頻度と規則性は音韻表象を活性化させる要因であると考えられた．不規則語の語彙判
断では語彙処理ルートによる処理が行われると推測された．

は じ め に

我々は多くの知識を持っているが，知識が使用さ
れるためには文脈等に基づいて，知識のある領域が
活性化されなければならない．漢字の場合には形態
的，音韻的，意味的な各表象が活性化され，統合され
ていくと考えられている��．また，これら各表象の
活性化の際に視覚的にイメージしやすい単語では，

単語の音韻も想起しやすいが，視覚的にイメージし
にくい単語では，単語の音韻を手がかりに認知され
ることから，単語の認知に心像性の効果が出るとい
う知見がある��．さらに，単語情報処理では，提示
された単語の音韻を手がかりに，単語を認知するシ
ステムと同時にイメージを描き出す機能の �系統の
処理システムがあるといわれている．
本研究では，語彙判断の弁別力および反応時間の

結果から，漢字で表記された単語の特性による言

語情報処理過程の差異を検討することを目的とし
た．そのため，心像性（ �
����������：高，低），頻
度（���������：高，低），規則性（����������：規則
語，不規則語）をそれぞれ �段階に段階付けた．
語彙判断とは，被験者に刺激文字列が単語か否か

を判断させる課題である．語彙判断を遂行するため
には，被験者の心内辞書の中に刺激文字列に対応し
た形態・音韻・意味表象が存在しているかどうかが
関係してくる．心内辞書とは，単語に関する記憶（形
態・意味・音韻等の単語に関する情報）が貯蔵され
ていると仮定される機構である．語彙判断課題の反

応時間には，語彙アクセスに要する時間が反映され
ていると考えられている��．
単語特性について，心像性とは，心的イメージの思

い浮かべやすさの度合いを示す属性のひとつである．
例えば，「リンゴ」という文字を示された時，リンゴ
の形や色などのイメージがされやすいか否かを表す．
頻度とは，単語が使用される回数��のことである．
また，本研究における規則性は，提示された漢字
単語の読みについて，音や訓の組み合わせによって

読まれる単語を規則語，漢字の音と訓の組み合わせ
ではなく，特別に読みが決まっている単語を不規則語と
定義した．例えば，前者では「遠足」を「エンソク」，
後者では「煙草」を「タバコ」とする単語である．
本研究では，さらに，語彙判断時に，心像性，頻

度，規則性の各要因が，弁別力や反応時間に及ぼす
とする ���モデル ��，二重ルートモデルの一つで
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ある �������モデル ��の �つの言語情報処理モデ
ルから検討した．
���モデル

���モデルとは，神経細胞を模した多数の処理

ユニットと，ユニット間の結線からなる神経回路
網状の情報処理システムである��．単語の音読や理
解をモデル化すると，文字層（��� ����! �），意
味層（"������），音韻層（� �������），および各
層間に介在する中間層ユニット群から構成される
#$���������（�	%	）&��（図 �）．このモデルでは，
入力された文字列から，形態表象，意味表象，音韻
表象が計算されるため，単語属性効果を示すことが
できる��

図 � ���モデル �伊集院（�������

より引用�

このモデルから語彙判断は形態，音韻，意味の複
数の表象の一致により成立し，形態表象から音韻表
象との結合のほうが意味表象との結合より速く，音
韻表象との結合成立時に語彙判断が成立する����と
考えられる．
�������モデル

�������モデルは，単語情報処理過程を示す二重
ルートモデルの一つである（図 �）．二重ルートモデ

ルとは，提示された単語に対して，形態表象から意
味表象，音韻表象を経由する意味処理ルートと意味
表象を全く経由しない音韻処理ルートの �つのルー
トの存在を示す．本研究で用いた�������モデルに
は，各表象間を結ぶルートが一方向ではなく，双方
向になっている．日本語の漢字単語の場合は，文字
を視覚的に分析し，意味処理ルートにより処理され
るといわれている	�．
このモデルでは，単語特性別に情報処理過程を推

測した．実在語について，心像性は，形態表象と音
韻表象の結合，形態表象と意味表象の結合が強いと
考えられるため，音韻処理ルートと意味処理ルート
の両方による処理が行われると推測された．頻度は，
形態表象と音韻表象の結合，形態表象と意味表象の
結合が強いと考えられるため，音韻処理ルート，意

味処理ルートの両方で行われる

図 � 	
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より引用�

と推測された．規則性は，形態表象と音韻表象の結

合が強いと考えられ，音韻処理ルートによる処理が
行われていると考えられた．また，非実在語は，形
態，音韻，意味のすべての表象との照合を行うため，
語彙判断に最も時間を要すると推測された．

対象と方法

対象

対象は，大学生，大学院生��名（いずれも女性：
平均年齢��歳：年齢範囲�����歳）であった．全員
右利きであり，本課題遂行に関わる視力（矯正視力

を含む），視野，色覚の問題は認められなかった．
刺激材料

語彙判断課題の刺激として心像性，頻度の各特性
を �段階に段階付けた規則語，不規則語の漢字 �文
字から成る実在語（��語），実在語で使用した漢字を
ランダムに組み合わせて作成した漢字 �文字から成
る非実在語（%�語），合計���語を用いた．本研究で
用いた刺激語の一部を表 �に示した．本研究では，
心像性×頻度×規則性の要因配置とした．

単語特性の段階付けは，心像性は，小川，稲村
（�	'�）
�を参考に '段階中�(�以上を高心像性，�(�以下
を低心像性とした．頻度は，��人の大学院生，言語聴覚
士が漢字で表記された単語の頻度の高低を評価した．
手続き

刺激提示にはノートパソコン（$��) 　�*+�；



語彙判断に対する単語特性の効果 ��

表 � 語彙判断課題に使用した刺激（一部）

��,
-��）を使用し，"�������� *�����を使用し
て実験用ソフトを作成した．被験者にはパソコンの
ディスプレイに現れる漢字について，実在語であれ
ば左，非実在語であれば右のマウスをできるだけ速

く正確にクリックするように教示した．被験者の反
応の正否および反応時間はコンピュータに記録した．

結 果

信号検出理論による各要因別弁別力の検討

まず，信号検出理論を適用し，反応時間と語彙
判断の正誤との関連性を分析した．全体の  ��率は
%.(�/であり，����� ����
は�(0/であった．単語
特性別に  ��と �1を算出したところ，低心像性高頻

度規則語（ ��：	%/，� 12�(�.），高心像性低頻度
規則語（ ��：���/，� 12�(��），高心像性高頻度規
則語（ ��：���/，� 12�(��）であった．以上から，
これらの単語特性では，実在語と非実在語との判断が
容易とみなされた．しかし，高心像性高頻度不規則
語，高心像性低頻度不規則語，低心像性高頻度不規
則語，低心像性低頻度規則語，低心像性低頻度不規
則語では，実在語の判断がより困難であった（表 �）．
信号検出理論を使用して得た �1の .要因分散分

析を行った．その結果，心像性（ �：高，低）×頻
度（ �：高，低）×規則性（ �：規則語，不規則語）
の要因配置変数では，心像性の主効果（	（ � 3 	）
2%(���，!�(��，ε2�(�），頻度の主効果（	（ � 3 	）
2��(���，!�(���，ε2�(�），規則性の主効果（	
（ � 3 	）2�	(���，!�(���，ε2�(�）3心像性×規
則性の交互作用（	（ � 3 	）2�	(���，!�(��，ε
2�(�）が認められた．下位検定（4���������の検

定）の結果，高心像性単語では，規則性が高頻度の
場合に有意であり，不規則語に限り有意であった
（ !�(��）．低心像性単語では，不規則語に限り有意
であった（ !�(��）．また，高心像性単語のほうが

低心像性単語よりも弁別されやすかった（ !�(��）．
さらに，規則語のほうが不規則語よりも弁別されや
すかった（ !�(���）．
反応時間

被験者の心像性×頻度×規則性によって構成され
た，要因配置における単語特性別正反応時の平均反
応時間を図 .に示した．心像性別に比較すると，高
心像性，低心像性の両クラスにおいて，低頻度単語
のほうが高頻度単語に比べ反応時間が長い傾向が認

められた．頻度別に比較すると，高頻度，低頻度の
両クラスで心像性の高低に関わらず規則語に比べ不
規則語の反応時間が長い傾向が認められた．語彙判
断遂行に関わる各要因の効果を検討するために，正
反応時の心像性（ �：高，低）×頻度（ �：高，低）
×規則性（ �：規則語，不規則語）の .要因分散分
析を行った．その結果，頻度の主効果（	（ � 3�0）
2��(��	，!�(��，ε2�(�）が認められた．
非実在語の弁別力と平均反応時間

非実在語の  �� 率は	�(�/，平均反応時間は
��'�
���であった（図 �）．さらに，反応時間に
ついて，正反応時の実在語の反応時間と非実在語の
反応時間の差異を �検定により求めた．その結果，
非実在語の方が実在語に比して有意に反応時間が長
かった（ �（...）2�('0�，!�(����）．
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表 � 信号検出理論による特性別弁別力

図 � 単語特性別語彙判断平均反応時間

図 � 実在語と非実在語の平均反応時間と弁別力

考 察

本研究の目的は，情報処理モデルから漢字単語の
語彙判断遂行時において，単語特性による情報処理
過程の差異について検討することであった．そのた
め，信号検出理論に基づいて求めた弁別力および反
応時間から心像性，頻度，漢字
文字対応関係による
規則性のそれぞれの要因が情報処理過程に与える影

響について検討した．その結果，低心像性単語に比
べ高心像性単語の反応時間が短く，実在語の弁別は
正確であった．また，低頻度単語に比べ高頻度単語
の反応時間が短く，実在語の弁別は正確であった．

さらに，規則語は，低心像性低頻度単語を除き，反
応時間が短く，実在語の弁別は正確であった．
単語特性別の情報処理過程

漢字の情報処理における処理水準には，形態処
理，音韻処理，意味処理があげられる．これら .つ
の処理水準の関連性について，海保（�	'	）���，井
上（�	%�）���，王（�	%%）���らの検討がある．彼ら
は漢字の形態処理，音韻処理，意味処理について，情
報処理方略には，直接的処理，継時的処理，並列的処

理があり，漢字単語の場合は，.つの処理水準が相
互に影響しあう相乗効果が生起すると述べている．
これらの先行研究から，単語特性により，用いられ
る処理水準および処理方略も異なると考えられる．
まず，漢字単語特性の差異による情報処理過程を認

知心理学的情報処理モデルから検討した．英語にお
ける規則語 #�56(789*:&と不規則語 #�56($79*:&

では，語彙処理ルートでは規則語，不規則語とも単
語に正しい読みを出力する．しかし，非語彙処理

ルートは規則語を正しく処理できるが，不規則語に
は誤って規則的な読みを出力する�� との報告があ
る．漢字単語における語彙判断課題では，与えられ
た刺激に対応する語彙表象を選択するプロセスが必
須であり，低頻度単語ほど語彙処理ルートの処理が
遅くなるという頻度の効果がみられると報告してい
る���．さらに，語彙判断では，心内辞書へアクセ
スし，提示された単語に関する情報を活性化させて
いる．本研究では，単語特性の差異により反応時間

が異なるという結果から，語彙判断には，頻度とい
う心内辞書へのアクセスに関連すると考えられる要
因と，心像性，規則性といった処理ルートの変更に
関連すると考えられる要因が影響していると考えら
れる．
信号検出理論によって語彙判断の弁別力を求めた
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ところ，心像性，頻度が高いほうが実在語と弁別さ
れやすく，規則性は，単語特性によって弁別しやす
さが異なっていた．これは，心内辞書内の単語の形
態，音韻，意味の各表象の結合強度と活性化の水準

が影響していることを示している．弁別力には心像
性，頻度，規則性の各主効果および，心像性と規則
性の交互作用が認められた．また，反応時間には頻
度の主効果が認められた．以上について，���モ
デルと �������モデルを使用し検討した．
���モデル

語彙判断課題遂行時の形態・意味・音韻の各表象
結合について弁別力に注目し検討した．���モデ
ルは，単語属性効果を示すことができる��といわれ，

形態;音韻表象間に強い結合が形成されているほど，
音韻検索は正確であり，その速度も速いと考えられ
ている���．
本研究で得られた弁別力では，高心像性単語のほ
うが低心像性単語に比べ弁別されやすかった．また，
頻度の高低に関わらず規則語のほうが不規則語に比
べ弁別されやすかった．
これらの結果から，心像性は，視覚的イメージの
想起に関連する要因であり，形態表象と意味表象と

の結合強度が弁別力に影響すると推測される．その
ため，心像性の高低により提示された単語の形態表
象と意味表象の結合は異なると考えられる．頻度お
よび規則性は形態表象と音韻表象の結合強度の差が
弁別力に影響する	����と推測される．そのため，頻
度の高低による形態表象と音韻表象の結合強度は規
則性にも影響し，規則語の形態表象と音韻表象の結
合は強く，不規則語の形態表象と音韻表象の結合強
度は規則語に比べ弱いと考えられた．

以上のことから，語彙判断では，音韻表象も活性
化されることにより，実在語と非実在語の弁別が可
能になるといえた．その際，意味表象に関与する心
像性の効果と対比し，頻度と規則性の効果は，語彙
処理および音韻形式に関わる点で類似した効果をも
たらすと考えられた．また，語彙判断の正否は，形
態・意味・音韻の各表象の活性化の程度が関係して
いると推測される．
������� 　モデル

語彙判断遂行時の情報処理ルートについて反応時
間に注目し検討した．
本研究で得られた反応時間では，心像性別に比較

すると，高心像性，低心像性の両クラスにおいて，
低頻度単語のほうが高頻度単語に比べ反応時間が長
かった．頻度別に比較すると，高頻度，低頻度の両
クラスで心像性の高低に関わらず規則語に比べ不規
則語の反応時間が長かった．

これらの結果から，単語特性別に検討すると，心
像性は，単語の心像再生がその後の情報処理におけ
るルートに影響を与えると考えられ，意味処理ルー
トの促進に影響する．また，頻度は意味・音韻処理

ルートを活性化させている．さらに，規則性は文字
の音韻情報に関連しているため，規則語では音韻処
理ルートを通じて音韻表象を活性化させ，不規則語
では意味処理ルートで意味表象を活性化させている
と考えられた．
語彙判断遂行時の反応時間は，語彙アクセスに要

する時間を表している��．実在語を実在語であると
する判断は形態表象と音韻表象の結合といった表層
の処理によって可能になると考えられる．しかし，

単語特性によっては，意味表象の活性化といった深
層の処理が必要となる単語もあると推測される．こ
のことから，高心像性，高頻度，規則性といった特
性を有する単語では表層の処理のみで実在語である
とする判断が可能になるといえるため，反応時間が
短くなると考えられた．また，低心像性，低頻度，
不規則語といった特性を有する単語では，表層のみ
の処理では実在語であるとする判断が困難であるた
めに，深層の処理も必要となり，反応時間が長くな

ると考えられた．以上のことから，本研究の結果は，
単語特性により語彙への接近過程に違いがある���

という知見を裏付ける結果であるといえる．
非実在語の場合，実在語に比べ有意に反応時間が

長かった．これは，形態・意味・音韻の各表象を活
性化させ，その上で心内辞書内に情報が存在するか
を検索し，深層の処理を行う必要があるためと推測
される．
本研究では，�つのモデルを用いて単語特性別に

情報処理過程を検討した．���モデルは，形態，意
味，音韻の各表象の活性化の程度を単語特性別に推
測する上で重要なモデルである．また，�������モ
デルは，単語特性別の情報処理ルートを推測する上
で重要なモデルである．
その結果，単語特性により形態・意味・音韻の各
表象の活性化の程度が異なることを示していた．情
報処理ルートは，各表象の活性化の程度に左右され
ると考えられる．

次に，漢字単語の文字;音対応関係の規則性の差異
に関する情報処理過程について検討した．
不規則語の情報処理方略の検討

単語特性の一つである規則語と不規則語では情報
処理過程が異なっているという報告がされている��．
本研究では，このような報告から，日本語における
規則語と不規則語の情報処理過程の差異についての
検討を行った．反応時間は，不規則語提示時は規則
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語提示時よりも反応時間が長い傾向が認められた．
意味システムをほとんど使っていない，あるいは

全く使えない単語理解が困難な痴呆症例による臨床
研究では，不規則語を提示しても音読が比較的良好

であったとの報告がある���．このような結果から
<��ら（�		0）は，正確に音読できたことについて，
文字と音とを対応させる文字
音ルールでは不規則
語は規則化して音読され，文字
音ルールを使用し
たとは考えられなかった．そして，重度の意味障害
が存在したために，意味システムを使用する語彙処
理ルートを使用したわけでもないと考えた ���．そ
のため，視覚入力辞書から意味を介さずに音韻出力
辞書への処理が行われる第 .ルートを使用したと考

えられる���と述べている．これに基づいて，第 .

ルートは視覚的入力辞書から直接に音韻出力辞書へ
いくために，語彙処理ルートによる処理に比べ，情
報処理時間が短縮されると考えられる．そのため，
不規則語の場合は，意味を介して処理が行われる規
則語の処理よりも，反応時間の短縮が認められると
予測した．例えば「煙草」が提示された時に，「エン
ソウ」のような読み方をすれば，これは非語彙処理
ルートの文字
音韻変換を使用した処理であると考

えられる．もし，意味を理解していなくても「タバ
コ」と読むことができたならば，これは第 .ルート
による処理を行っているといえる．
漢字単語を提示した場合，単語の情報処理には意

味情報を抽出する語彙処理ルート，音韻情報を抽出
する非語彙処理ルート，不規則語の処理を行う第 .

ルートの .つのルートによる情報処理過程が考えら
れる．本研究では，認知心理学的モデルにそって規
則語と不規則語の処理過程の差異について検討した．

実在語と非実在語の平均反応時間の結果から，実

在語では，表層および意味表象の活性化が必要な場
合は深層の処理が行われ，非実在語では必ず深層の
処理が行われると考えられる．そのため，非実在語
では意味表象の検索に時間を要するため，実在語に

比べ非実在語の方が有意に長くなると思われる．不
規則語の情報処理時間は，非実在語反応時間よりも
若干短い傾向が見られ，不規則語では第 .ルートに
よる処理は行われていないと解釈された．そのため，
不規則語の情報処理には，意味処理が必要であるた
めに，語彙処理ルートが用いられると考えられる．
以上の考察から，語彙判断において，表層のみの

判断が困難であれば，深層の処理が行われて単語と
して認知されると考えられる．そのため，表層およ

び深層の処理方式が単語特性により異なり，それが
反応時間に影響していると推測される．
不規則語の単語特性により，表層での処理の場合

と表層および深層での処理の場合と処理ルートが異
なっていると考えられるが，不規則語提示の場合に
は，いずれの特性を有する単語でも視覚的入力辞書
から意味処理を介し，音韻出力辞書を通る語彙処理
ルートによる処理が行われていると考えられた．そ
のため，不規則語の情報処理には，視覚的入力辞書

から意味処理を介し，音韻出力辞書を通る語彙処理
ルートによる処理が行われていると考えられ，視覚
的入力辞書の段階では語彙判断は成立しないと思わ
れる．
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